
令和５年度第１回⻑野市⼦育ち・⼦育て支援検討委員会 会議録 
 

作成：こども未来部 保育・幼稚園課 
 
１ 会議の名称 

  令和５年度第１回⻑野市⼦育ち・⼦育て支援検討委員会 
 
２ 開催日時 
   令和５年４月 20 日（⽊）午後２時〜午後４時 
 
３ 開催場所 
   ⻑野市役所第⼀庁舎７階 第⼀・第二委員会室 
 
４ 出席者の所属・役職・氏名 
   ⼦育ち・⼦育て支援検討委員及びアドバイザー（別紙名簿参照） 

※欠席者なし 
（事務局） 

   こども未来部             部⻑   島田 浩司 
          保育・幼稚園課     課⻑   丸山 隆文 
          こども政策課      課⻑   伊東 彰 
          こども総合支援センター 所⻑   吉澤 良美 
   保健福祉部  健康課         課⻑補佐 松本 真理⼦ 
          障害福祉課       課⻑   穂苅 修利 
   その他関係職員等 
 
５ 議事内容 
   会⻑及び副会⻑選出 
   議題 
   （１）各団体等での取り組み、支援、相談など関わっている児童の状況、保護者の状

況について 
 
６ 議事内容 
  

１ 会議に先⽴ち、委員⻑と副委員⻑の選出 
   ・委員から事務局案を求められ、委員⻑に樋⼝委員、副委員⻑に⼩笠原委員を提案 
   ・委員の承認により、事務局案のとおり決定 



 ２ 議事 
   委員からの主な意見は以下のとおり 
   ・児童発達という看板を掲げている事業所が市内に 13〜14 か所くらいあると思うが、

新規での受け入れは 50 人くらいが限度。保育園・幼稚園と連携しながら、話し合
いができる場、問題を共有できる場があるとよい 

   ・親はコロナ禍で孤⽴した⼦育てで悩みを抱えている 
   ・⼦育てコンシェルジュの相談はリピーターが多い。広場にこられない人はどうやっ

て⼦育てしているのか心配 
   ・身近なところで出かける場所があると安心 
   ・休みの日（運動会などの振替日も）に⼦どもを遊びに連れていく場所がない 
   ・動きの多い⼦や特性のある⼦どもを遊びに連れていくのは他の人に迷惑がかかる

と考えてしまって足が遠のく親がいる 
   ・遊びに行く場所がもっと欲しい 
   ・⼦どもが行く場所がもっとたくさんあれば、分散して遊びに行くことができて、こ

ども広場などの混雑が解消される 
   ・天候が悪いと、全天候型の施設である、こども広場にたくさんの人がくる。就園児

もくる。じゃんけんぽんとこの指とまれぐらいしか遊び場がない。 
   ・いろんな機能を持った居場所。⼦どもも保護者もいられるような場所があるといい 
   ・手のかかるお⼦さんを育てる親が外に出ること（社会進出）についてもう少しサポ

ートがあればいい（短時間でも働ける機会など） 
   ・こども食堂とか活発だが、そこに行けない人（例えば精神疾患など）の支援はどう

なっているか心配 
   ・コロナ禍の電話相談で、お⼦さんが特性を持っていて大変という話を多く聞いた 
   ・家族内でも（お父さんなどに）発達障がいの⼦どもについて理解が得られない場合

がある 
   ・若い夫婦が⼦育てに悩んでいる。夫婦の親も働いている世代で支援が受けられない 
   ・こども広場はすごく重要だと感じるがコロナ禍であまり利用できず、⼦育てに悩み

どうしていいか泣いている親がいる 
   ・専門家がサポートしてくれる（そばにいてくれる）、親と⼦どもが⼀緒に宿泊でき

る場所、困った時はサポートを受けられる、実家のような存在があるといい 
   ・学校現場でも、コロナ禍で参観日なども制限等され、親御さん同士で相談し合った

りというのができず、⼀人で悩んでいる 
   ・他市の施設でも非常によい施設がある。参考になると思う 

・広場に出てこられない人、普段働いている人に、平日だけの支援ではなく、日曜日
にも講座などやって欲しい 

・お父さんたちの育児参加も増えている。そういう人たちの支援もあるといい 



・近所づきあいもなく、⼀人で⼦育てしている人はどうしているのか。転勤族など、
そういう人たちの実家になれるような場所 

・親⼦宿泊できる場所はいいと感じるが、お金がかかると利用は難しい 
・屋内で⼦どもが遊べる場所があればよい 
・こういう⼦育てをすると、こう育つんだよみたいな、我が⼦が育つことが実感でき

ると、⽣きる元気が湧く。お⺟さんたちの不安を早期に取り除くことが大事。 
・⼦育てにつまづいている人、早期に対応しないと育児放棄につながる。 
・隠れた発達障害、気づかずに大きくなってしまうと⽣きづらさや障害が顕在化され

てしまう。行政と発達専門の人が関わってチームで育てていく。保育園でも、そう
いった発達専門の人が関わっていければよい 

・保育士の中にも、専門家の話がうまく理解できず悩んでいることもある。 
・療育コーディネーターが北部と南部に分かれて回っているが、それでも⻑野市は 

広いと感じる 
 
７ 会議資料の名称 
 資料１ ⼦育ち・⼦育て支援の検討について 
  
 その他 ・次第 
     ・⻑野市⼦育ち・⼦育て支援検討委員会要綱 

・⼦育ち・⼦育て支援検討委員会名簿 
 
 


